
ロジックツリー 【柱３】人財育成・確保

②現役世代や子育て世

代が活動者として十分

に参画していない

個人側の要因

活動を知っているが参

加していない

活動したいと思ってい

る

参加したいけどできな

い

時間が合わない

参加する負担が大きい

1つに関わるとその他

のことにも巻き込まれ

てしまう不安感がある

個人として時間がない

参加しようと思わない

活動に関わる機会があ

る

参加する負担が大きい

1つに関わるとその他

のことにも巻き込まれ

てしまう不安感がある

活動内容に関心がない

活動に関わる機会がな

い

活動を知らないから

参加していない

情報が届いているが印

象に残っていない
活動に興味がない

情報が届いていない

受け取る側の要因 活動に興味がない

発信側の要因
情報発信の方法が限定

的

イベント等での声かけ

が不十分

ＳＮＳの活用が不十分

協議会側の要因

他団体や個人とつなが

りがある

他団体や個人と協議会

の活動への意識が同じ

協議会の役員になると

負担が大きい

団体や個人と協議会の

活動への意識が違う

協議会がやりたいこと

をやってもらう仕組み

になっている

他団体や個人とつなが

りがない

つながる方法は分かる

が、やっていない

余力がない

余力はあるが、やって

いない

ハードルが高く感じて

いる

協議会側からアプロー

チするという意識が低

い

つながる方法が分から

ない

方策

①情報提供のあり方：Ａ

②魅力的な活動：ＢＣ

（子育て・現役世代が関心を持つような取り組み）

③関わりしろをつくる：Ｃ

④地域のネットワークに入っていく（アウトリーチ）：Ｄ

方策②

方策③

方策③

方策②

方策②

方策②

方策➀

方策➀

方策③

方策③

方策④

方策④



ロジックツリー 【柱４】市の関わり方

①市が地域に求める役割

が不明確

求める役割とは何か、考

えを詰めていない（本当

に不明確）

市のビジョンが明確に

なっていない

考えは詰めているが、市

の行動が矛盾しているた

め、不明確に見える

市は考えを持って行動し

ているが、考えと行動が

ズレている

考えと行動がズレている

ことに気づいていない

考えと行動がずれている

ことに気付いているが、

軌道修正できていない

軌道修正する余力がない

軌道修正する方法が分か

らない

市は考えをもとに、行動

を起こしていない

行動を起こすゆとりが

ない

方策

➀職員の基本姿勢の学び直し：◎（中間報告書）

②地域担当職員の役割の明確化：Ａ

③自立支援に向けた外部アドバイザー制度の導入：Ｂ

方策➀②

方策➀③



ロジックツリー 【柱４】市の関わり方

②地域との対話の機

会が限定的である

内容が限定的で、対

話が難しい

市からの一方的な依

頼・説明が多い

職員の対話への意識

が低い

対話の頻度・時間が

限られている

市への要望等になり

がち

対話の頻度・時間が

限られている

頻度が限定的

必要だと思うが、調

整が難しく負担が大

きい

対話は対面で一堂に

会している

準備・記録等の事務

負担が伴う

必要最低限にしてい

る

市への要望等になり

がち

方策

➀協議会との対話の場の設定・見直し：Ｄ

②自立支援に向けた外部アドバイザー制度の導入：Ｂ

③職員の基本姿勢の学び直し：◎（中間報告書）
方策②

方策➀

方策➀

方策➀

方策➀

方策➀②



ロジックツリー 【柱４】市の関わり方

③地域担当職員の位

置づけが不明確

位置づけは大まかに

あるが明確ではない 明確化しづらい

地域事情や活動状況

によって、職員の関

わり方が異なる

位置づけはあるが

不明確に見える

職員の関わり方に個

人差がある

関わり方の細かい判

断は、職員個人に委

ねられている

地域が職員に遠慮し

ている

職員がどこまで関わ

るか、地域に伝えき

れていない

地域から職員への要

望になりがち

職員の役割が、地域

に伝えきれていない

方策

➀地域担当職員の役割の明確化：Ａ

②自立支援に向けた外部アドバイザー制度の導入：Ｂ

③職員の基本姿勢の学び直し：◎（中間報告書）

方策➀②

方策➀

方策➀

方策➀③



ロジックツリー 【柱４】市の関わり方

④伴走支援（段階に応

じた支援）ができてい

ない

情報提供ができてい

ない

提供の必要性を認識し

ていない

提供したくても

できない

必要とされる情報が

分からない

必要とされる情報を集め

る余力が無い

助言ができていない

助言の必要性を認識し

ていない

助言したくても

できない

必要な助言が

分からない

必要な助言を伝える余

力がない

市は地域からの相談を

十分受けていない

市が必要性を認識して

いない

相談を受けたくても

できない

相談を受けたいが、受

ける余力がない

相談を受ける能力が

ない

方策

➀キッカケラボの事業との連携による人財育成・確保の支援：Ｃ

②支援に向けた外部アドバイザー制度の導入：Ｂ

③先進事例・統計データ等の積極的な情報提供：◎（中間報告書）

④職員の基本姿勢の学び直し：◎（中間報告書）

方策➀②

方策➀②

方策②④

方策②④

方策②④



ロジックツリー 【柱５】その他

①郷づくりの認知度

が低い

認知度が上がるよう

な活動ができていな

い

アイデアが出ない

メンバーの固定化
新しいメンバーが入

らない

活動に興味がある人

を呼び込めていない

呼び込み方が分から

ない

他団体や個人とつな

がっていない

活動内容の固定化

新しいことに挑戦し

たいができていない

どんな活動が良いか

分からない

新しいことに挑戦す

る余力がない

新しいことに挑戦す

るのに抵抗がある
負担が大きい

相談先が分からない

体力がない 役員の高齢化

予算が足りない

交付金の積み立てや

繰越に制限がある

稼ぐ仕組みが無い
収益事業を解禁して

いない

魅力的な活動ができ

ているが知られてい

ない

情報が届いているが

印象に残っていない
活動に興味がない

情報が届いていない

受け取る側の要因 活動に興味がない

発信側の要因
情報発信の方法が限

定的

イベント等での声か

けが不十分

SNSの活用が不十分

方策

①地域活動の担い手の発掘・育成プログラムの開発・提供：Ｂ

②外部（大学や他のネットワーク等）とのつながりをバックアッ

プ：Ｃ

③先進事例や他自治体の取り組み等の情報提供：Ｄ

④郷づくり同士の情報共有の場の設定：Ｅ

⑤情報提供のあり方（発信側）：Ａ

⑥関わりしろの提案（ここだけ関わってくれたらいいよ）：Ｆ

⑦交付金ルールの見直し：Ｇ

⑧積立制度の導入：Ｈ

⑨収益事業の解禁：Ｉ

⑩魅力的な活動の提案：Ｊ

方策①

方策②

方策③・④

方策⑥

方策⑥

方策⑥

方策②

方策⑤

方策⑤

方策⑩

方策⑩

方策⑨

方策⑦・⑧



ロジックツリー 【柱５】その他

②自治会への加入者

が減少している

自治会加入に至って

いない

加入する意思はある

が加入していない

加入する方法が分か

らない

勧誘されていない 把握が漏れている

多忙ですれ違ってい

る

加入したくない

必要性を感じない

自治会の役割が理解

されていない

関心が無い

役員になりたくない

負担が大きい

責任が大きい

近所付き合いが苦手
対面でのやり取りは

避けたい

不信感がある 透明性が低い
自治会を脱会してい

る

必要性を感じない

ため脱会

負担感による脱会

自治会員の役目が

できず脱会

必要性は理解してい

るが理由があって脱

会

方策

①自治会加入促進の支援（パンフレット作成等）：◎（中間報告書）

②役員の負担を軽減していく：◎

③業務の棚卸し：◎

④関わりしろの提案（ここだけ関わってくれたらいいよ）：◎

⑤先進事例等の情報提供：◎

方策①

方策①

方策①

方策②

方策②

方策④・⑤

方策①

方策①

方策②


